
本誌は，数学教育に携わる方々の，数学教育に

関する実践や研究等を掲載することによって，先

生方および弊社の情報提供・交換の場となること

をねらいとした小冊子です。

以下の要領で，広く原稿を募集します。

1 募集原稿の内容

原稿は，数学および数学教育に関するオリジナ

ルで未発表なものに限ります。

① 数学教育の研究成果，教材研究

② 授業で工夫して指導されていること

例えば，授業で生徒の定着があまりよくないと

言われている

・平面図形 ・命題と証明

・順列と組合せ，確率

等々について

③ 生徒からよく受ける質問，生徒がよくする間

違いとその対処法

2 執筆要領

⑴ 1ページは左右23字，天地43行の 2段とし，

5ページ以内の分量を目安にしてください。

手書き原稿，ワープロ原稿は問いません。

⑵ 冒頭には，必ずタイトルを付けてください。

タイトルは，左右の段抜きで 8行と数えてくだ

さい。

⑶ 分数や積分記号 は 2行分と数えてください。

⑷ 句読点は，それぞれを 1字に数えてください。

�数研通信�では 。(マル) ，(コンマ)の使用

を原則としています。

⑸ 特に強調すべき箇所 (太字にすべき箇所)に

は，赤色で下線を引いてください。

⑹ 図寸法は特に指定しませんが，図に見合った

適当な大きさにしてください。(例えば，簡単

な 2次関数のグラフで左右 10字，天地 7行程

度)

⑺ 参考にされた文献がある場合は，原稿末に

�参考文献�をご記入ください。また，文献を

引用した場合は，その旨を明示 (�参照)して

ください。

なお，参考文献，引用文献がある場合は，該当

する部分のコピーを原稿と合わせてお送りくださ

い。

3 引用の範囲 (重要)

参考までに著作権法32条で認められている�引

用�の範囲を明示しておきます。

① 引用目的 (公正な慣行に合致し，かつ，報道，

批評，研究その他の引用の目的上正当な範囲内

であること)

② 明瞭区分性 (引用部分が明確にわかるように

してあること，カギでくくったり，字下げをす

るなど)

③ 主従関係 (自分の本文が主で引用部分が従で

あること，引用は必要最小限であること)

④ 必然性 (引用する必然性があること)

⑤ 人格権の配慮 (原作を正確に引用すること)

⑥ 出所の明示 (出典の記載)

⑦ 公表されたものであること

4 原稿の選択と掲載時期の決定

本誌ページ数の関係から，掲載量に限りがあり

ますので，原稿選択および掲載時期の決定は弊社

の数研通信係で行わせていただきますことをご了

承ください。

また，内容の趣旨が変更されない範囲で，原稿

の一部を修正，または修正の依頼をさせていただ

く場合があります。

なお，掲載分については，弊社規定の原稿料を

お支払いいたします。

〒604−0861

京都市中京区烏丸通竹屋町上る

大倉町205番地

数研出版 ㈱ 関西本社

数研通信係

原稿の送り先
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原稿募集につきまして


